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老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
た
多
様
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
活
動
賞
」
は
、
こ
れ
ら

の
活
動
の
中
で
、
他
の
範
と
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
単
位
ク
ラ
ブ
お
よ
び
連

合
会
に
対
し
全
老
連
が
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

　
「
仲
間
づ
く
り
活
動
」、「
健
康
づ

く
り
活
動
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」、「
そ
の
他
の
活
動
」
の
４
分
野

の
活
動
が
受
賞
対
象
の
活
動
に
な
り

ま
す
。

　

名
古
屋
市
老
連
で
は
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
の
分
野
で
港
区
「
西

部
脈
の
会
」、
南
区
「
笠
寺
学
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
が
、「
健
康
づ

く
り
活
動
」
の
分
野
で
守
山
区
「
芙

蓉
会
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
活
動
で
す

が
、「
西
部
脈
の
会
」
は
、
小
碓
第

３
公
園
の
花
壇
の
手
入
れ
お
よ
び
清

掃
活
動
で
す
。
平
成
20
年
４
月
の
ク

ラ
ブ
設
立
時
か
ら
10
年
間
途
切
れ
る

こ
と
な
く
40
名
の
ク
ラ
ブ
会
員
が
公

園
の
ご
み
拾
い
や
除
草
、
そ
し
て
土

を
耕
し
、
苗
を
植
え
、
肥
料
を
や
り
、

枯
ら
す
こ
と
な
く
水
を
や
り
管
理
し

て
い
ま
す
。
人
が
集
ま
り
、
適
度
に

運
動
が
で
き
、
生
き
が
い
や
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
優
れ
た
活
動
で
す
。

　

南
区
「
笠
寺
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
は
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
等
の
活
動
事
例
発

表
内
容
を
も
と
に
、
興
味
深
い
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
交
渉
し
、
合
同
研
修
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
相
互
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
、
新
た
な
知
見

を
得
て
、
学
区
連
合
会
の
会
員
ク
ラ

ブ
の
活
動
の
内
容
向
上
を
図
り
ま
し

た
。

　

守
山
区
「
芙
蓉
会
」
は
、
健
康
長

寿
を
最
重
要
事
項
と
し
て
昭
和
54
年

か
ら
長
期
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
太
極

拳
は
、
早
朝
の
清
掃
活
動
・
ラ
ジ
オ

体
操
の
終
了
後
、
土
日
祝
日
関
係
な

く
ほ
ぼ
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
は
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
と
同
時
に
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
高
齢
者
相
互
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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名
古
屋
駅
（
太
閤
通
口
）
を
西
へ
、

駅
西
銀
座
商
店
街
、
太
閤
通
を
経
由

し
、
大
鳥
居
か
ら
参
道
を
通
り
中
村

公
園
ま
で
。
豊
臣
秀
吉
の
出
生
か
ら

天
下
統
一
ま
で
の
大
出
世
物
語
を
体

験
で
き
、
ル
ー
ト
上
の
歩
道
に
は
、

名
古
屋
城
の
石
垣
風
土
台
、
江
戸
時

代
の
「
絵
本
太
閤
記
」
の
挿
絵
を
も

と
に
し
た
レ
リ
ー
フ
、
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
オ
ブ
ジ
ェ
か
ら
な
る
太
閤
秀

吉
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
22
基
（
金
色
の
も

の
が
3
基
）
あ
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
、
レ
リ
ー
フ
の

絵
が
動
き
、
秀
吉
の
大
出
世
ア
ニ
メ

を
楽
し
め
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
、
お
友

達
、
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
近
場
で
歴

史
を
再
認
識
し
な
が
ら
散
策
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

［
六
十
三
］

中村区  太閤秀吉功路

■
交
通 

Ｊ
Ｒ
「
名
古
屋
駅
」、
地
下 

　
鉄
「
中
村
公
園
駅
」
※
モ
ニ
ュ
メ

　
ン
ト
だ
け
観
覧
す
る
な
ら
徒
歩
約

　
20
分
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
あ
り
。

　http://w
w

w.lifetim
e-dream

-road.

　jp/taiko_hideyoshi_kouro/

全
老
連
「
活
動
賞
」受
賞

令
和
３
年
度

港
区
「
西
部
脈
の
会
」　

南
区
「
笠
寺
学
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」　

守
山
区「
芙
蓉
会
」

港区「西部脈の会」公園花壇の手入れ

守山区「芙蓉会」太極拳

南区「笠寺学区老連」越前市老連と情報交換
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名
古
屋
市
長
表
彰
状

●
高
齢
者
福
祉
推
進
功
労
者

　

緑
　
区
＝
犬
飼　

鐐
治

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ（
16
ク
ラ
ブ
）

　

千
種
区
＝
新
屋
敷
第
二
老
人
ク

　
　
　
　
　

ラ
ブ

　

東
　
区
＝
新
三
南
寿
ク
ラ
ブ

　

北
　
区
＝
第
五
清
寿
ク
ラ
ブ　

　

西
　
区
＝
喜
粋
会

　

中
村
区
＝
十
王
三
友
会
、

　
　
　
　
　

高
砂
会

　

中
　
区
＝
平
和
第
七
寿
会

　

昭
和
区
＝
出
口
ク
ラ
ブ

　

瑞
穂
区
＝
仁
友
会

　

熱
田
区
＝
新
生
・
三
七
の
会

　

中
川
区
＝
サ
ン
ク
ラ
ブ
第
一

　

港
　
区
＝
佐
野
南
若
葉
老
人
ク

　
　
　
　
　

ラ
ブ

　

南
　
区
＝
星
崎
南
部
喜
楽
会

　

守
山
区
＝
川
北
ひ
ま
わ
り
会

　

緑
　
区
＝
桃
山
寿
会

　

名
東
区
＝
香
流
第
三
ク
ラ
ブ

名
古
屋
市
長
感
謝
状

●
高
齢
者
福
祉
功
労
者
（
88
名
）

　

千
種
区
＝
加
藤　

一
己　
　
　

　
　
　
　
　

斎
藤　

周
明

　
　
　
　
　

岡
嶋　

富
春

　

東
　
区
＝
井
貝　

文
夫

　
　
　
　
　

中
川　

英
明

　
　
　
　
　

吉
川　

俊
治

　
　
　
　
　

傍
島　

重
夫

　
　
　
　
　

山
本　

國
義

　
　
　
　
　

武
田　
　

伸

　
　
　
　
　

高
田　

絹
枝

　

北
　
区
＝
石
原
は
る
江

　
　
　
　
　

上
畑　

勝
雄

　
　
　
　
　

川
崎　

勝
次

　
　
　
　
　

吐
前　

順
子

　
　
　
　
　

奥
田　

民
子

　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
嗣

　
　
　
　
　

山
本　
　

作

　
　
　
　
　

八
木　

健
二

　
　
　
　
　

米
田　
　

稔

　

西
　
区
＝
伊
藤　

英
雄

　
　
　
　
　

大
野　

文
子

　
　
　
　
　

佐
伯　

俊
朗

　
　
　
　
　

三
厨　
　

功

　

中
村
区
＝
服
部　

悦
男

　
　
　
　
　

河
田　

憲
男

　
　
　
　
　

山
田　

亮
市

　
　
　
　
　

和
田　

昌
子

　
　
　
　
　

神
田　

鎮
澄

　
　
　
　
　

石
浜　

稔
雄

　
　
　
　
　

伊
藤　

二
郎

　
　
　
　
　

花
井　
　

貢

　
　
　
　
　

菱
田　

利
光

　
　
　
　
　

浅
井　

英
子　
　
　

　
　
　
　
　

二
村　
　

始

　

中
　
区
＝
青
山
美
智
子

　
　
　
　
　

鎌
田　

伸
一

　
　
　
　
　

石
橋　

正
光

　
　
　
　
　

吉
田　

弘
司

　

昭
和
区
＝
永
井　

英
雄

　
　
　
　
　

永
田　

祐
千　
　
　

　

瑞
穂
区
＝
中
畑　
　

守

　
　
　
　
　

中
嶋　

勝
弘

　
　
　
　
　

福
井　

幹
雄

　
　
　
　
　

村
上　

克
彦

　
　
　
　
　

神
谷　

愼
一

　
　
　
　
　

堀
場　

璋
丸

　
　
　
　
　

安
藤　

正
勝

　
　
　
　
　

勝
野　

繁
治

　
　
　
　
　

竹
田
冨
士
子

　

熱
田
区
＝
加
藤　

克
美

　
　
　
　
　

久
野　

武
夫

　

中
川
区
＝
久
保　

浩
一

　
　
　
　
　

伊
藤
久
美
子　
　
　

　
　
　
　
　

岩
田　

晏
弘

　
　
　
　
　

小
幡　

政
春

　
　
　
　
　

鈴
木　

和
彦

　
　
　
　
　

奥
村　

善
則

　
　
　
　
　

武
田　

邦
洋

　
　
　
　
　

宮
島　

徹
也

　
　
　
　
　

犬
飼　

諒
子

　
　
　
　
　

西
手　

利
夫

　
　
　
　
　

浅
山　

信
明

　

港
　
区
＝
井
上　

博
文

　
　
　
　
　

西
川　
　

勝

　
　
　
　
　

河
野　

清
弘

　
　
　
　
　

安
田　

公
雄

　
　
　
　
　

横
田　

安
子

　
　
　
　
　

小
窪　

誠
治

　
　
　
　
　

犬
飼　

勇
夫

　

南
　
区
＝
安
達　

廣
次

　
　
　
　
　

西　
　
　

弘

　
　
　
　
　

鎌
田　
　

勝

　
　
　
　
　

鈴
木　

啓
子

　

守
山
区
＝
中
村　

芳
博

　
　
　
　
　

加
藤　

守
正

　

緑
　
区
＝
葛
島　

義
隆

　
　
　
　
　

浅
井　

義
幸

　
　
　
　
　

円
城
寺
洋
子

　
　
　
　
　

清
水　

金
苗

　
　
　
　
　

栄
楽　

照
治

　
　
　
　
　

森　
　

賢
二

　

名
東
区
＝
加
藤　
　

誓

　
　
　
　
　

高
野　

義
英

　
　
　
　
　

春
山　

孝
二

　

天
白
区
＝
宮
田　

勝
子

　
　
　
　
　

堀　
　

愛
子

　
　
　
　
　

丹
羽　

由
郎

　
　
　
　
　

松
久　

博
司

●
高
齢
者
福
祉
協
助
者

（
該
当
者
な
し
）

市
老
連
会
長
表
彰
状

●
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者（24

名
）

　

千
種
区
＝
野
々
目
康
男

　
　
　
　
　

上
村　

成
良

　

東
　
区
＝
殿
島　

征
男

　
　
　
　
　

濱
田　

邦
明

　

西
　
区
＝
生
田　
　

操

　
　
　
　
　

夏
目　

武
三

　

中
村
区
＝
伊
藤　

俊
廣

　
　
　
　
　

横
山
な
か
子

　
　
　
　
　

松
岡　

宜
哲

　

瑞
穂
区
＝
恩
田　

勝
義

　

中
川
区
＝
安
藤　

峯
章

　
　
　
　
　

村
上　

悦
次

　

港
　
区
＝
酒
井　

信
正

　

南
　
区
＝
櫛
田　

諄
造

　
　
　
　
　

田
口　

欽
郎

　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
命

　
　
　
　
　

武
本　

秀
輝

　

守
山
区
＝
鈴
木　

利
雄

　
　
　
　
　

加
藤　

正
治

　
　
　
　
　

杉
原　
　

武

　
　
　
　
　

大
谷　

宗
夫

　

緑
　
区
＝
山
本　
　

勝

　

名
東
区
＝
坂
井　

康
彦

　

天
白
区
＝
倉
田　

隆
行

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ（
20
ク
ラ
ブ
）

　

千
種
区
＝
第
十
長
寿
会

　

東
　
区
＝
第
二
タ
チ
バ
ナ
会

　

北
　
区
＝
親
和
会

　
　
　
　
　

ひ
か
り
ク
ラ
ブ

　

西
　
区
＝
浮
野
第
五
ク
ラ
ブ

　

中
村
区
＝
豊
正
第
四
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

藤
三
豊
寿
会

　
　
　
　
　

沖
田
町
こ
と
ぶ
き
会

　

中
　
区
＝
正
友
会

　

瑞
穂
区
＝
花
目
ク
ラ
ブ

　

熱
田
区
＝
須
賀
町
万
寿
会

　

中
川
区
＝
中
島
東
部
百
寿
会

　
　
　
　
　

畑
寿
会

　

港
　
区
＝
辰
五
新
開
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

津
金
西
老
人
ク
ラ
ブ

　

南
　
区
＝
松
寿
会

　

守
山
区
＝
幸
心
第
二
幸
寿
会

　

緑
　
区
＝
白
山
ク
ラ
ブ

　

名
東
区
＝
み
ど
り
会

　

天
白
区
＝
八
事
山
年
輪
会
第
四

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ

36
老
人
ク
ラ
ブ
と
２
２
６
名
の
方
々
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た

顕
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

※
今
年
度
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

　
区
老
連
を
通
じ
、
顕
彰
さ
れ
た
方
々
に
賞
状
と
記
念
品

　
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

緑区の顕彰者一同

名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会（
顕
彰
）
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市
老
連
会
長
感
謝
状

●
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

（
１
１
３
名
）

　

千
種
区
＝
溝
口
東
洋
治

　
　
　
　
　

山
根
美
和
子

　
　
　
　
　

坂　

あ
い
子

　
　
　
　
　

平
林　
　

元

　
　
　
　
　

佐
野　

匡
司

　
　
　
　
　

羽
矢
ス
マ
子

　
　
　
　
　

石
川　

静
子　
　
　

　
　
　
　
　

小
林　
　

齊

　
　
　
　
　

井
上
チ
ヨ
ミ

　
　
　
　
　

有
瀧　
　

巌

　
　
　
　
　

吉
田　

幸
男

　

東
　
区
＝
安
福　

義
行

　
　
　
　
　

前
野　
　

實

　
　
　
　
　

沼
田　

昭
雄

　
　
　
　
　

渡
邉　

一
昌

　
　
　
　
　

板
羽　

里
代

　

北
　
区
＝
小
林　

康
信

　
　
　
　
　

伏
屋
課
津
良

　
　
　
　
　

纐
纈
由
紀
子

　
　
　
　
　

松
岡
洋
之
助

　
　
　
　
　

河
合　

輝
子

　
　
　
　
　

伊
藤　

充
郎

　
　
　
　
　

神
野　

兼
正

　
　
　
　
　

小
河
原　

均

　
　
　
　
　

堀
田
み
ち
子

　

西
　
区
＝
岡
田　

勝
彦

　
　
　
　
　

大
角　

章
憲

　
　
　
　
　

幡
野　

精
一

　
　
　
　
　

横
井　

義
彦

　
　
　
　
　

高
栁　

直
幸

　
　
　
　
　

久
野　
　

茂

　
　
　
　
　

栗
田　
　

清

　
　
　
　
　

小
川　

幸
博

　

中
村
区
＝
松
本　

リ
エ

　
　
　
　
　

樋
田　

勝
重

　
　
　
　
　

笠
谷　

新
吾

　
　
　
　
　

山
内　

道
子

　
　
　
　
　

阿
部　
　

武

　
　
　
　
　

説
田
由
美
子

　
　
　
　
　

片
岡
日
出
夫

　
　
　
　
　

森　
　

正
憲

　
　
　
　
　

福
原　

賢
三

　
　
　
　
　

近
藤　

金
平

　
　
　
　
　

近
藤　

一
道

　
　
　
　
　

溝
口　

好
清

　
　
　
　
　

中
川　

脩
造

　
　
　
　
　

加
藤　

弘
子

　
　
　
　
　

横
山
な
か
子

　
　
　
　
　

河
村　

八
郎

　
　
　
　
　

松
岡　

宜
哲

　
　
　
　
　

長
谷
川
信
夫

　
　
　
　
　

野
村
美
喜
枝

　
　
　
　
　

鬼
頭　

三
夫

　
　
　
　
　

市
江　

啓
二

　
　
　
　
　

河
合
世
輝
代

　
　
　
　
　

古
橋　

圭
子

　

中
　
区
＝
荒
川　

義
亞

　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
昭

　
　
　
　
　

加
藤　

治
一

　
　
　
　
　

前
田　

文
子

　

昭
和
区
＝
島　
　

昭
夫

　
　
　
　
　

小
島　

七
郎

　
　
　
　
　

野
崎　

直
美

　

瑞
穂
区
＝
田
口　
　

修

　
　
　
　
　

片
山　

恒
美

　
　
　
　
　

永
田　

修
身

　

熱
田
区
＝
村
井　

節
子

　
　
　
　
　

浅
井　

幸
夫

　
　
　
　
　

竹
内　

泰
弘

　
　
　
　
　

西
川　

里
子

　

中
川
区
＝
川
崎　

俊
二

　
　
　
　
　

林　
　

立
男

　
　
　
　
　

井
上
久
美
子

　
　
　
　
　

小
塚　

忠
雄

　
　
　
　
　

奥
村　

邦
夫

　
　
　
　
　

村
上　

悦
次

　
　
　
　
　

絹
田　

充
正

　
　
　
　
　

黒
田　

浩
一

　
　
　
　
　

安
友　

丈
雄

　

港
　
区
＝
山
中　

金
吾

　
　
　
　
　

近
藤　
　

勝

　
　
　
　
　

小
野
田
英
雄

　
　
　
　
　

松
倉
三
千
子

　
　
　
　
　

青
山　

諄
子

　
　
　
　
　

冨
田　

祥
光

　
　
　
　
　

稲
鍋
万
二
郎

　
　
　
　
　

市
川　

恵
子

　
　
　
　
　

三
浦
マ
サ
コ

　
　
　
　
　

武
中
騏
代
次

　
　
　
　
　

武
市
日
乃
子

　
　
　
　
　

舘　
　

紋
市

　
　
　
　
　

久
野　

隆
夫

　
　
　
　
　

山
田　

幸
彦

　
　
　
　
　

一
瀬　

達
男

　
　
　
　
　

大
鹿
佐
代
子

　

南
　
区
＝
舘
川
三
千
夫

　
　
　
　
　

近
藤　

正
之

　
　
　
　
　

大
石　

式
男

　
　
　
　
　

田
中　

猛
三

　
　
　
　
　

穴
田　
　

宏

　
　
　
　
　

湯
村　

英
雄

　
　
　
　
　

松
本
セ
ツ
子

　

守
山
区
＝
杉
原　
　

武

　

緑
　
区
＝
山
口　

史
朗

　
　
　
　
　

橋
本　

晴
年

　
　
　
　
　

大
開　
　

清

　
　
　
　
　

吉
田　

孝
二

　
　
　
　
　

藤
川　

明
美

　
　
　
　
　

岡
田　

泰
一

　
　
　
　
　

山
本　
　

勝

　

名
東
区
＝
戸
澗　
　

武

　

天
白
区
＝
松
波　
　

清

　
　
　
　
　

梶
原　

義
隆

●
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
協
助
者

（
該
当
者
な
し
）

 市老連　これからの行事予定
 月日（曜日） 行　事　名 場　所

10月20日㈬ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（守山区）

志段味古墳群
「歴史の里」めぐり

10月22日㈮ 女性リーダー　　　　　　　
ノルディック・ウォーキング 名城公園

11月 9日㈫ グラウンド・ゴルフ大会 白川公園

11月11日㈭ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（守山区） 村絵図の里めぐり

11月17日㈬ 全国老人クラブ大会 香川県

11月19日㈮ 健康づくりウォーキング大会 東山公園

11月24日㈬ 女性リーダー研修会 総合社会福祉会館
７階大会議室

12月 2日㈭ シニアスポーツ（ボッチャ）研修会 昭和スポーツセンター

12月 6日㈪
～7日㈫

全老連「高齢者の健康づくり・
生活支援セミナー」 全社協

12月13日㈪ なごやかクラブ研修会 日本特殊陶業市民会
館フォレストホール

12月15日㈬ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（緑区） 鳴海宿コース

※「史跡散策」の申し込みについては、市老連事務局または各区老連事務局
　（区役所福祉課内＝4ページ掲載のお問い合わせ先）へお尋ねください。
※各種行事の開催時期、日程等につきましては、新型コロナウイルス感染拡大
　防止のため中止、延期、変更等の可能性があり得ますのでご注意ください。

●
会
員
増
強
学
区
老
連
特
別
賞

（
該
当
な
し
）

●
会
員
増
強
優
秀
ク
ラ
ブ
賞

（
21
ク
ラ
ブ 

3
名
）

　

千
種
区
＝
寿
第
三
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

Ｕ
・
Ｓ
・
Ｖ
・
Ｃ

　

東
　
区
＝
と
ね
り
南
部
老
人
会

　

北
　
区
＝
石
田　

高
子

　
　
　
　
　

あ
じ
ま
会

　

中
村
区
＝
森
中
会

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
鈍
池

　
　
　
　
　

二
瀬
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

昭
和
区
＝
梅
田　

愛
子

　

瑞
穂
区
＝
松
寿
会

　
　
　
　
　

南
山
ク
ラ
ブ

　

中
川
区
＝
正
色
第
二
部
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

松
蔭
老
人
会

　
　
　
　
　

第
一
天
神
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

白
山
ク
ラ
ブ

　

港
　
区
＝
港
栄
第
二
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

小
窪　

誠
治

　
　
　
　
　

小
川
老
人
ク
ラ
ブ

　

南
　
区
＝
伝
馬
寿
楽
会
第
１
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
伝
馬
寿
楽
会
第
２
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
柴
田
長
寿
会
第
２
ク
ラ
ブ

　

守
山
区
＝
川
寿
会

　
　
　
　
　

芙
蓉
会

　

緑
　
区
＝
高
見
親
睦
会

仲
間
づ
く
り
活
動
表
彰



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 3 年（2021年）10 月 1 日発行 （ 4 ）第 63 号

　第 56 回なごやかクラブ北大会と演芸大会が、会員140 名が参加して、7
月28日北文化小劇場にて開催されました。
　大会式典では、おおむね 25 年以上継続して老人クラブに参加し、90 歳
を超えてなお顕著な活動をしている会員2名に「高齢者顕彰」として感謝状
および記念品が授与されました。また、指導者・育成者として、おおむね5
年以上継続して老人クラブ活動の指導または育成に従事し、その功績が顕
著な個人22名に「個人表彰」として感謝状および記念品が授与されました。

　第 2部の演芸大会では、新型コロナウイルス感染防止の
ため声を発するカラオケ・合唱・コーラスは行わず、例年よ
り参加者も大幅に減らし時間も短縮して開催されました。
今回は、区老連山田監事の軽妙な司会のもと、9学区から
個人2名と７グループが舞踊・民謡を発表されました。

　出演された方からは、「なかなか発表する機会がない中、今回参加でき
たことはうれしいし感謝しています」と話されていました。三溝区老連会長
からは、「新型コロナウイルス感染防止のため、準備・運営と大変でしたが、
関係者の努力によって小林区長はじめ7名の来賓を迎えて滞ることなく進
み、最後は盛大な拍手で締めくくれたことは大変良かった」と話されました。

　千種区  753-1942　　　東　区  934-1194　　　北　区  917-6530
　西　区  523-4596　　　中村区  453-5367　　　中　区  265-2329
　昭和区  735-3911　　　瑞穂区  852-9395　　　熱田区  683-9900
　中川区  363-4415　　　港　区  654-9708　　　南　区  823-9413
　守山区  796-4607　　　緑　区  625-3966　　　名東区  778-3099
　天白区  807-3898   ◎ 名古屋市老人クラブ連合会 TEL 991-7734 FAX 991-7581

お住まいの地域の皆さんと、
仲良く元気に、楽しく活動をしている

老人クラブです。
誘い合ってお入りになりませんか。

わたしたちのクラブへ入りませんか！

～お申し込みはお近くのクラブへどうぞ～

◆ お問い合わせ：各区老人クラブ連合会事務局

おところ
〒
名古屋市　　　区

おなまえ  ☎

生年月日 　大  ・  昭 　　　　　   ・　　　　　・

　　 入 会 申 込 書



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 3 年（2021年）10 月 1 日発行（ 5 ）第 63 号

　

７
月
15
日
、
来
年
度
の
予
算
編
成
を

前
に
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名
古
屋
（
市

老
連
）
の
犬
飼
鐐
治
、
小
池
吉
彦
、
加

納
年
子
各
副
会
長
が
名
古
屋
市
の
行
政

支
援
に
つ
い
て
の
予
算
等
の
要
望
の
た

め
名
古
屋
市
役
所
を
訪
れ
、
折
戸
秀
郷

長
寿
社
会
企
画
監
に
市
長
あ
て
の
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

《
要
望
事
項
》

①
単
位
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
補
助
金
を
、

　
ク
ラ
ブ
会
員
の
規
模
に
応
じ
た
額
と

　
す
る
と
と
も
に
、
増
額
を
要
望
し
ま

　
す
。

②
区
老
連
役
員
に
対
し
、
日
頃
の
ク
ラ

　
ブ
活
動
に
お
け
る
費
用
弁
償
と
し
て

　
年
5
0
0
0
円
の
支
給
を
要
望
し
ま

　
す
。

③
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
友
愛
活
動
に
対

　
す
る
名
古
屋
市
か
ら
の
助
成
を
倍
増

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
望
し
ま

　
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、「
な
ご
や
か
ク
ラ

ブ
で
は
こ
れ
ま
で
会
員
増
強
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
会
員
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ

の
一
因
と
し
て
、
現
行
の
補
助
金
（
年

4
万
1
5
2
0
円
）
が
会
員
数
に
関
わ

り
な
く
一
律
で
、
会
員
数
と
補
助
金
と

が
連
動
し
て
い
な
い
た
め
、
会
員
増
に

は
消
極
的
に
な
り
が
ち
な
一
面
が
あ
り

ま
す
。
現
実
に
、
補
助
い
た
だ
け
る
金

額
に
比
し
て
煩
雑
な
手
続
き
を
嫌
い
退

会
し
た
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
政
令
市

の
多
く
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
に

応
じ
て
補
助
金
の
額
を
変
更
し
て
お
り

ま
す
。
本
市
の
補
助
金
は
政
令
市
の
中

で
も
下
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
会
員
勧
誘
活
動
に
も
励
み
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
規
模
別
に
増

額
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
ま

し
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、「
活
動
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
る
区
老
連
役
員
は
、

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
あ
る
と
と
も

に
、
区
老
連
の
役
員
と
し
て
、
研
修
委

員
会
や
広
報
委
員
会
等
多
く
の
会
合
や

種
々
の
活
動
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
こ
う

し
た
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
時
間

的
な
制
約
を
受
け
る
と
と
も
に
、
会
合

や
活
動
の
企
画
調
整
段
階
に
お
い
て
事

務
的
な
経
費（
例
え
ば
、資
料
の
コ
ピ
ー

代
や
関
係
者
へ
の
電
話
代
等
）
を
相
当

額
負
担
し
て
い
ま
す
。
区
老
連
役
員
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
年

5
0
0
0
円
（
敬
老
パ
ス
本
人
負
担
金

額
）
の
費
用
弁
償
を
支
給
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
現
在
3
7
0
程
の
ク
ラ
ブ

が
、
訪
問
活
動
と
し
て
会
員
に
よ
る
見

守
り
や
、
サ
ロ
ン
の
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
活
動
に
際
し
名
古
屋
市
か
ら

は
、
訪
問
活
動
に
年
額
2
4
0
0
円
、

サ
ロ
ン
活
動
に
年
額
9
6
0
0
円
の
事

業
補
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
も
の

で
す
が
、
継
続
的
に
事
業
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
、
ま
た
、
興
味
を
持
っ
て

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
開
催
方
法
や
内
容
に
工
夫
を
凝

「
～
だ
ろ
う
と  

思
い
込
ま
ず
に  
い
っ
た
ん
停
止
」

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語

ら
す
必
要
が
あ
り
（
例
え
ば
、
訪
問
活

動
時
に
配
布
す
る
情
報
チ
ラ
シ
の
印

刷
、
サ
ロ
ン
開
設
時
の
お
茶
・
お
菓
子

の
提
供
、趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
物
等
）

一
定
の
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

愛
活
動
に
力
を
入
れ
、
活
動
の
す
そ
野

を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
の
で
、
現
行
補

助
額
を
倍
増
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
要

望
し
ま
し
た
。

　

市
側
か
ら
は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
が
常

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ク

ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
高
齢
者
の
健
康
増

進
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
予
算

要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
活

動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
の
で
、
予
算

確
保
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

※参加申し込み：各区老人クラブ連合会 事務局
　（区役所福祉課内＝☎ 4 ページ参照）にお申し込みください。

と　き：令和 3 年 11月 19 日㈮
ところ： 東山公園１万歩コース内の
　　　　約 3.7 ㎞のコース

　千種さわやかクラブ（千種区老人クラブ連合会）では、
単位クラブや学区、区老連の行事への参加や、新規会員
の紹介などを行うとポイントがもらえ、基準のポイントに
達すると表彰される制度を今年度設定しました。
　全会員にポイント帳（千種さわやかポイント帳）を配布
し、ポイントを集めてもらいます。毎年 3月末に集計を
行い、ポイントが 30・60 になったら、粗品と表彰状が
もらえます。またポイントが100 になったら、記念品と
表彰状が贈呈されます。

【 表 紙 】 【 中 面 】

令和 4 年度 名古屋市長への
予算要望書を提出
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篠
原
学
区
は
中
川
区
を
犬
に
例
え

る
と
前
足
の
付
け
根
辺
り
に
あ
り
、

東
は
中
川
運
河
、
北
は
中
川
警
察
署

と
松
葉
公
園
、
南
西
に
南
荒
子
駅
、

中
央
に
篠
原
小
学
校
と
長
良
中
学
校

が
あ
る
住
み
や
す
い
所
で
す
。

　

篠
原
長
寿
会
は
8
ク
ラ
ブ
２
９
０

名
で
す
。
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

会
員
数
は
減
少
傾
向
で
苦
労
し
て
い

ま
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
努
力

で
何
と
か
現
状
維
持
を
保
っ
て
い
ま

す
。

【
活
動
の
状
況
】

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

… 

八
幡
社

　
（
コ
ミ
セ
ン
）
の
広
場
清
掃
、
近

　

隣
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い

⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

⑶
茶
話
会

⑷
日
帰
り
研
修
旅
行
、
健
康
・
交
通

　

安
全
等
の
講
習
会
、
落
語
漫
才
、

　

カ
ラ
オ
ケ
の
集
い
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
⑸
女
性
会
主
催
食
事
会
、
催
し

⑹
各
種
情
報
コ
ピ
ー
配
布

⑺
友
愛
活
動

⑻
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
配
布

　

コ
ロ
ナ
禍
で
現
在
実
施
で
き
て
い

る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
茶
話
会
、
情
報
コ
ピ
ー

配
布
程
度
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
は
役
員
の
努
力
で
盛
況
で
す
。

茶
話
会
は
清
掃
活
動
終
了
後
で
す
の

で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
課
題
】

⑴
新
会
員
募
集 

… 

新
加
入
の
動
機

　

は
ク
チ
コ
ミ
が
大
半
で
あ
り
、
楽

　

し
く
笑
い
合
え
る
場
を
提
供
で
き

　

る
か
に
よ
っ
て
長
寿
会
の
命
運
が

　

決
ま
り
ま
す
。

⑵
町
内
会
と
の
交
流 

… 

各
ク
ラ
ブ

　

は
、
3
町
内
会
程
度
の
区
域
で
構

　

成
さ
れ
て
お
り
、
各
町
内
会
の
理

　

解
の
度
合
い
で
活
動
が
左
右
さ
れ

　

ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん
も
含
め
課

　

題
で
す
。　
　
　
（
小
幡　

政
春
）

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
わ

が
熱
田
区
で
も
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
1
年
間
で

し
た
が
、
最
近
に
な
り
名
古
屋
市
内

の
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
た
た
め
、
７

月
30
日
、
2
年
ぶ
り
に
十
分
に
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
い
つ
も
の
区
役
所
講
堂
で

は
な
く
熱
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り

の
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
、
い
つ
も

と
場
所
が
ち
が
う
た
め
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
、
無
事
に
準
備
が
で
き
る
の

か
、
滞
り
な
く
進
行
が
で
き
る
の
か

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
理
事
の
皆

さ
ん
、
参
加
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
会
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
事
故
も
な
く

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

参
加
さ
れ
た
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
会

員
の
方
も
最
初
は
2
年
ぶ
り
の
こ
と

で
す
の
で
、
投
げ
方
や
得
点
の
計
算

な
ど
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
じ
き
に

思
い
出
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

み
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
が

赤
の
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
乗
っ
て
い

た
り
、
い
い
コ
ー
ス
に
近
づ
い
た
り

す
る
た
び
に
「
や
っ
た
あ
」「
も
う

ち
ょ
っ
と
右
の
コ
ー
ス
だ
ね
」
な
ど

と
声
を
掛
け
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
か
な
か

外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
く
て
自

宅
で
過
ご
さ
れ
る
時
間
が
多
く
な
っ

た
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
に
と
っ
て
久
し

ぶ
り
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
、
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
体
を
動
か
し
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
や
る
気
、
熱
気
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
の
収
束
の
時
期
が
な
か
な
か
見

通
せ
な
い
中
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
や
フ
レ
イ
ル
予

防
、
ま
た
社
会
的
な
孤
立
を
防
ぎ
精

神
的
な
健
康
を
保
つ
た
め
に
も
こ
れ

か
ら
も
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、
工
夫
し
な
が
ら
で
き
る
だ
け

各
種
行
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
（
西
川　

里
子
）

な
か
が
わ

中川区

あ
つ
た

熱田区

喋
っ
て
笑
っ
て

楽
し
い
毎
日
を
目
指
し
て

２
年
ぶ
り
の

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
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港
区
中
川
学
区
に
は
、
学
区
全
体

で
結
成
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

同
好
会
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
会
員

は
30
名
で
す
。
練
習
場
所
は
名
古
屋

市
上
下
水
道
局
の
辰
巳
浄
水
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
す
。
こ
こ
は
お
子
さ
ん
も

使
う
場
所
で
も
あ
り
、
練
習
は
小
学

校
の
出
校
日
の
午
後
に
行
い
ま
す
。

　

練
習
前
に
は
参
加
者
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
清
掃
し
ま
す
。
ま
た
、
同
好
会

の
会
長
が
率
先
し
て
草
刈
機
で
除
草

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
8
ホ
ー
ル
の
セ
ッ
ト

を
し
た
あ
と
、3
ゲ
ー
ム
行
い
ま
す
。

暑
い
日
も
寒
い
日
も
関
係
な
し
で
、

皆
さ
ん
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
に
な
り
、
ま
た
親
睦
を
深

め
る
良
い
機
会
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

仲
が
良
く
て
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
当
学
区
に

は
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
が
5
つ
あ

り
、
48
名
の
会
員
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
歌
う
場
所
は
、
最
新
の
カ
ラ
オ

ケ
設
備
を
リ
ー
ス
し
て
い
る
中
川
コ

ミ
セ
ン
で
す
。
水
曜
日
と
休
日
以
外

の
日
に
、
参
加
者
は
楽
し
く
歌
っ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
な
ど
に
は
気
を
つ
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
毎
年
11
月
に
開
か
れ

る
コ
ミ
セ
ン
祭
り
に
は
全
員
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。

　

楽
し
く
歌
い
、
明
る
く
笑
っ
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
青
木　

豊
）

　

天
白
川
の
北
側
に
位
置
す
る
、
な

ご
や
か
ち
ど
り
は
、
今
年
は
5
ク
ラ

ブ
２
２
１
名
の
構
成
で
す
。
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
落

ち
着
い
た
10
月
か
ら
ペ
タ
ン
ク
大
会

や
日
間
賀
島
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
主
に
体
育

関
係
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
・

ペ
タ
ン
ク
大
会
で
日
頃
の
練
習
成
果

を
発
揮
す
る
場
に
し
て
い
ま
す
。
文

化
関
係
は
文
化
祭
（
カ
ラ
オ
ケ
）・

趣
味
の
作
品
展
で
は
区
の
作
品
展
へ

出
展
を
考
慮
し
た
作
品
が
毎
回
出
揃

い
ま
す
。
交
通
安
全
・
健
康
教
室（
鳴

子
を
使
っ
た
り
、
童
謡
を
手
拍
子
で

リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
す
る
認
知
症
予

防
の
音
楽
療
法
）・
防
犯
・
防
災
等

の
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
学
区
区
政
行
事
で
も
一
端
を

担
い
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
小
学
校
校
庭
の
草
刈
り
、
清
掃

を
30
名
の
ク
ラ
ブ
員
で
午
前
中
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練
等

の
活
動
に
も
一
役
買
っ
て
お
り
ま

す
。

　

会
員
数
の
減
少
が
悩
み
の
種
で

す
。「
囲
碁
・
将
棋
を
仲
間
で
す
る

場
所
を
」
と
言
う
声
が
あ
り
、
ボ
ッ

チ
ャ
や
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
場
所
な

ど
、
認
知
症
予
防
を
兼
ね
て
サ
ロ
ン

を
コ
ミ
セ
ン
の
協
力
で
計
画
し
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、企
画
は
で
き
た
の
で
す
が
、

仲
間
を
増
や
し
新
し
い
行
事
を
行
う

こ
と
は
来
年
度
に
持
ち
越
し
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
ご
や
か
ち
ど
り
の
モ
ッ
ト
ー
、

明
る
く
・
元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る

楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
伊
藤　

雅
命
）

み
な
と

港区

み
な
み

南区

楽
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

と
歌

サ
ロ
ン
開
設
を
め
ざ
し
て
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カ
ニ
や
魚
介
類
の
購
入
を
勧
め
る
電
話
が
突
然
自
宅
に
か
か
っ

て
き
て
も
、
不
要
で
あ
れ
ば
安
易
に
契
約
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　

自
宅
に
突
然
電
話
を
か
け
て
き
て
、
う
そ
や
強
引
な
勧
誘
で
カ

ニ
や
魚
介
類
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
名
古
屋
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
事
例
と
し
て
は
、「
魚
介
類
の
販
売
業
者
か
ら
突
然
電

話
が
か
か
っ
て
き
て
、『
過
去
に
注
文
実
績
が
あ
る
顧
客
に
電
話

を
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
減
少
し
て
経
営
が
苦
し
い

の
で
、
商
品
を
買
っ
て
助
け
て
ほ
し
い
』
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
、
契

約
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、
過
去
に
購
入
し
た
事
業
者
は
別
の

事
業
者
で
、
電
話
を
か
け
て
き
た
事
業
者
の
言
っ
た
こ
と
は
う
そ

だ
っ
た
。
ま
た
、
届
い
た
品
物
は
貧
弱
な
カ
ニ
の
足
や
小
さ
な
ホ

タ
テ
な
ど
、
値
段
に
全
く
見
合
わ
な
い
も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
か
ら
の
突
然
の
電
話
で
勧
誘
さ
れ
契
約
し
た
場
合
、
契

約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
で
申

し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
期
間
内
に
発
信
す
る
と
無
条
件
で

解
約
で
き
る
制
度
で
す
。
ハ
ガ
キ
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知

を
作
成
し
、
両
面
コ
ピ
ー
を
と
り
、
簡
易
書
留
や
特
定
記
録
郵
便

と
い
っ
た
記
録
が
残
る
方
法
で
出
し
ま
し
ょ
う
。
名
古
屋
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
書
き
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
者
か
ら
、
突
然
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、
不
要

で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
宅
の
電
話
を
留

守
番
電
話
に
設
定
し
、
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
早
め
に

名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
２
―
９
６
７
１
（
月
～
土
）

　

※
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く  

※
土
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

　
　

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

https://w
w

w
.seikatsu.city.nagoya.jp/

　

名
古
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局 

消
費
生
活
課

　
　

☎
２
２
２
―
９
６
７
９

な
ご
や
見
守
り
情
報
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　高齢者の方を対象に、さまざまな講習を実施し高齢者の方の社会参加を支
援しています！ あなたも第二の人生、新たな生きがいを見つけてみませんか？

・警備業基礎講習　 ・警備業界シニア就職フェア
・スマートフォン活用講座　　  　 ・パソコン/デジタル写真（基礎）
・同行援護従業者養成研修（一般・応用課程）

・はじめてさわるパソコン　
・パソコン/ワード(応用）

※各講習の詳細開催時期・対象者・受講料などは、
　講習によって異なります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で講習が中止に
　なる場合がありますので、あらかじめご了承くだ
　さい。詳細についてはお問い合わせください。

 アクセス情報
地下鉄鶴舞線・桜通線「御器所」駅
下車、②番出口を出て右手に 40m、 

「御器所ステーションビル」4・5 階
〒466-0015 昭和区御器所通 3丁目12-1

（指定管理者：名古屋市シルバー人材センター）

◎ホームページもございます。アドレス：https://www.bes-c.com/
◎就業に関する相談も行っています。相談窓口（土日祝日除く 9 時～ 17 時）☎ 842-4692

・竹工作教室　・講演会　・パソコン/入門　
・パソコン検定準2級試験対策講座
・介護業界シニア就職フェア

まずは
お気軽にお電話
ください

※来所、電話でのお申込みの場合は、1/4㈫ ～

令和3年度 後期   家族介護者教室 

◆問い合わせ・連絡先
なごや福祉用具プラザ　☎（052）851-0051   FAX （052）851-0056

【開催時間】13:30 ～ 15:00（個別相談会 15:00 ～ 15:30）
　　　　　  （プラザおしゃべりサロン 15:30 ～ 16:00 頃）

【定　　員】各回 20 名（先着順）　　
【申込方法】電話または所定の申込用紙に記入し、FAX・郵送・窓口・Web

　　　　　  にて受け付けます。
※ 4 回シリーズの講座ですが、1 回のみの参加もできます。
※現在介護をしている方や介護に関心のある方ならどなたでも参加できます。
※「プラザおしゃべりサロン」は、介護者教室に参加された方が集い交流する
　場です。お気軽にご参加ください。
※日程・内容など詳細は、なごや福祉用具プラザへお問い合わせく
　ださい。区役所などでチラシを配布しているほか、ホームページ
　にも掲載があります。QR コードか「なごや福祉用具プラザ」で検索。

12/ 2 ㈭ 低栄養を防ぎ健康寿命を延ばす食事 ～食生活を見直そう～

12/16 ㈭ 健口づくり ～誤
ご

嚥
えん

予防と口腔ケア～
12/23 ㈭ スキマ時間を活用！食事前にできる呼吸・姿勢見直し体操

◎東　部　 10/21㈭より受付開始　

12/ 9 ㈭ 食事介助の基本のキ ～食事姿勢と介助の実践～

（※ 12/23 のみ教室終了後に、プラザおしゃべりサロン開催）

10/19 ㈫ 排せつ用具のあれこれ ～適切な選び方と使い方～

11/ 2 ㈫ 排泄の悩みを薬から考える ～改善できる薬、副作用を悪化させる薬～
11/16 ㈫ 落語でいきいき！介護予防のためのお笑い道場

   【会　　場】    名古屋市総合社会福祉会館　7 階東西研修室
◎北　部　 9/16 ㈭より受付開始　

10/26 ㈫ おむつのあれこれ ～適切な選び方と使い方～

（※ 11/16 のみ教室終了後に、プラザおしゃべりサロン開催）
新規

   【会　　場】    守山生涯学習センター

　
“
世
界
寺
子
屋
運
動
”
書
き
損
じ
は
が
き
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
老
連
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書

き
損
じ
は
が
き
は
２
０
０
２
枚
、
切
手
１
２
９

枚
で
、
お
金
に
換
算
す
る
と
９
万
６
０
１
８
円

相
当
で
し
た
。

書き損じはがき
キャンペーンマスコットの

「はがきちゃん」

第 22 回  在宅療養講演会

9
27月

講　師

問合せWEB配信開始
配信期間   12/31まで

愛知県立大学 看護学部教授
感染制御学  
保育園・幼稚園危機管理学

☎ 052-482-3781     https://www.nrs.or.jp

大規模災害時における在宅療養等の対応と、
日頃からの災害への備えについて考えます。
今回は、名古屋市立保育園での避難行動や
災害備蓄の取り組みなどを学びます。

名古屋市・名古屋市医師会
名古屋市歯科医師会・愛知県看護協会
名古屋市薬剤師会・名古屋市療養サービス事業団

主　催

一般財団法人 

名古屋市療養サービス事業団

清水　宣明 氏

在
宅
療
養
者
や

子
ど
も
が

命
を
失
わ
な
い

た
め
に
！

魚
介
類
の
電
話
勧
誘
販
売
に
ご
注
意
！



令和 3 年（2021年）10 月 1 日発行（ 9 ）第 63 号

マイナポイントの受け取りは、お済みですか？

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」
読
者
の
皆

さ
ん
！ 

こ
こ
数
年
、「
認
知
症
」
に

つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
か
な
り
身
近
な

病
気
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省

は
、
日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
認

知
症
の
人
の
数
は
約
6
0
0
万
人

（
2
0
2
0
年
現
在
）
と
推
計
さ
れ
、

2
0
2
5
年
に
は
約
7
0
0
万
人

（
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
）
が
認

知
症
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
よ

く
わ
か
ら
な
い
認
知
症
。
こ
こ
で
は

事
例
も
紹
介
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
状

態
を
認
知
症
と
い
う
の
か
、
何
を
知

っ
て
お
く
べ
き
な
の
か
、
何
を
心
が

け
て
お
け
ば
い
い
の
か
を
6
回
に
わ

け
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
が
す
べ
て
も
の
忘
れ
か
ら

は
じ
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
「
も
の
忘
れ
」
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
ね
？ 

「
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
一
つ
の
幸
福
だ
」
と

は
魯
迅
の
言
葉
だ
そ
う
で
す
。で
も
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
忘
れ
て

も
よ
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
嫌
な
思

い
出
は
、
で
き
れ
ば
忘
れ
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
大
事
な
人
の
名
前
や
自

分
の
家
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
困
り

ま
す
。
そ
の
困
っ
た
「
も
の
忘
れ
」

が
認
知
症
と
い
う
病
気
で
す
。

　

加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、
基
本

的
な
生
活
（
食
事
・
入
浴
・
睡
眠
・

仕
事
な
ど
）
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
多
く
の
場
合
は

忘
れ
た
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、
あ

と
で
思
い
出
せ
る
場
合
が
多
い
の
で

す
。
病
的
な
も
の
忘
れ
の
場
合
は
、

「
そ
の
記
憶
」
は
痕
跡
を
残
さ
ず
消

え
て
し
ま
い
、
ま
た
重
要
な
記
憶
も

消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、「
身

体
が
洗
え
な
い
」「
箸
が
使
え
な
く

な
る
」「
衣
服
が
着
ら
れ
な
い
」「
ト

イ
レ
が
使
え
な
い
・
場
合
に
よ
っ
て

は
、
ど
こ
で
用
を
足
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」「
家
族
の
顔
が
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
生
活
の
基

本
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
す
。

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
に
向
け
て（
19
）

知
っ
て
ほ
し
い
、認
知
症
の
こ
と 

そ
の
①

 
千
種
区
認
知
症
地
域
連
携
の
会 

代
表
世
話
人
　

　
　
　
黒
川
医
院
　
院
長  

黒
川
　
豊

　ちょっとした動作で息切れや息苦しさを感じるなど、呼吸器
のことで気にかかること、心配なことがありましたら呼吸器な
んでも相談へどうぞ！

南保健センター公害保健担当
☎（614）2879  FAX（614）2818

 相談日／令和3年 10月19日㈫・11月16日㈫・12月21日㈫

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部検査の中止、
　相談日の中止となる場合があります。

◆ 内　　容／① 問診　② 身長・体重測定
　　　　　　③ 胸部エックス線検査　④ 血圧測定　
　　　　　　⑤ 診察・個別相談
◆ 費　　用／無　　料

日本ガイシホール

東
海

道
本

線

名古屋市南生涯
学習センター

南保健
センター

東
海

道
新

幹
線

笠寺駅

→→

最寄 市バス「笠寺駅」下車徒歩5分
　　 JR「笠寺駅」下車徒歩5分

→

→

◆ 受付時間／午後 1:15 ～ 2:30 の指定の時間
◆ 対 象 者／市内在住の 15 歳以上の方
◆ 場　　所／南保健センター（南区東又兵ヱ町 5-1-1）

マイナポイントを敬老パスで申し込まれ、12 月 31日までにチャージされた方は、
上限 5,000 円分のマイナポイントを、お受け取りいただけます。
お知らせメールが届きましたら、お近くのセブンイレブンのお店にあるセブン銀行 ATM でお早目にお受け取り
ください。

【お問い合わせ】マナカにチャージでチャージ事務局コールセンター　☎ 0120-653-344　平日 午前10 時から午後 8 時

加齢によるもの忘れ 病的もの忘れ
出来事の一部を忘れる

（例：朝ごはんのメニュー）
出来事の全部を忘れる

（例：朝ごはんを食べたこと自体）

記憶の再生障害が主 記憶の記銘→保持→再生の順に
障害される

もの忘れを自覚している もの忘れを自覚しない
学習能力は維持されている 新しいことを覚えられない
日常生活に支障がない 日常生活に支障がある
症状は極めて徐々にしか進
行しない 症状は進行する

◆加齢によるもの忘れと病的もの忘れの違い

受取期間を過ぎますと、マイナポイント
を受け取ることができなくなります。マイナポイントの受取期間は 90日間です。ご注意ください

制作・著作／愛知県 協賛／

愛知県認知症疾患医療センター 
七宝病院 センター長

覚前  淳 先生

https://youtu.be/7Vc9Vm84z9w

愛知県福祉局  高齢福祉課  地域包括ケア・認知症施策推進室
☎（052）954-6310　FAX（052）954-6919

50代前半の頃に若年性認知症
と診断される。現在は当事者の

立場で話をする講演会等の
活動に取り組まれています。

 近藤  葉子 さん
認知症ご本人

国立長寿医療研究センター 
老年学・社会科学研究センター
センター長

島田  裕之 先生

あま市
福祉部高齢福祉課
地域包括支援センター

認知症ご本人

近藤  葉子 さん
公益社団法人 認知症の人と家族の会 愛知県支部 代表

尾之内  直美 さん

医療機関・公共サポートの情報

認知症ご本人・家族の声

 

も
の
忘
れ
が

認
知
症
の
は
じ
ま
り
？

（あいち認知症パートナー企業）
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土砂災害をテレビで見ていて、61年
前の伊勢湾台風で腰まで水につか
り、兄と私で1番下の弟を抱き高台
にいる叔母のところへ避難したこと
を思い出しました。普段いるかいな
いかわからないほどおとなしい母
が、すごい大声で「浮いている材木
に近づくなよ。海に流されるからな。
流れをもろに受けないようにカニ歩
きせい」と叫んだことを思い出しまし
た。母の言葉に従い行動したおかげ
で何とか生きています。コロナの件
も考えて行動していきたいと思って
います。（名東区Ｓ）

「なごやかひろば」が届くと1面から
読ませていただいています。またお
楽しみクロスワードは、頭の体操に
なり楽しみです。（西区Ｍ）

読者の声
マイナポイントやマスクの裏表、お
手軽手料理など、とても役立ちます。
「親睦芸能発表会」も、今できること
をしながらすすめた様子が伝わり、
新しい生活を感じました。心がホッコ
リとしました。ありがとう‼（千種区
Ｏ）

　「読者のページ」ではテーマも設けて
います。次号のテーマは「思い出の品」
です。自身が所有しているものの中に
は、思い出とセットになった品がいくつ
かあるのではないでしょうか？ その品
を手がかりに、もう一度当時に思いを
馳せてみませんか？

思い出の品次号テ
ーマ

いつも「なごやかひろば」とっても楽
しみにしています。去年からいろいろ
会合や旅行も一緒に行けないことが
残念ですが、買い物に出かけたりし
た時に、クラブの人たちにお会いし、
少し立ち話や、あいさつできるのがう
れしいです。早く皆さんと活動できる
のを楽しみにしています。（中区Ｎ）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
庭
い
じ
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
（
ヒ
マ
…
で
）
ま
し
た
が
、

暑
さ
が
厳
し
く
、
思
う
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
「
ダ
ル
マ
」
の
形
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
出
来
ま
し
た
（
４
セ
ン

チ
ほ
ど
の
２
つ
で
す
）。
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
、“
頑
張
れ
よ
”
と
言
っ
て
い
る

よ
う
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
写
真
に
撮
っ
て
飾
っ
て
あ
り
ま

す
。

　

胃
酸
過
多
か
ら
食
道
狭
窄
で
急
に
食

べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
無
理
に
食
べ
る

と
、
み
ん
な
突
き
上
が
っ
て
、
戻
し
て

し
ま
う
。
あ
げ
く
、
む
せ
び
、
誤
嚥
性

肺
炎
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

3
日
目
。
医
院
に
行
こ
う
と
診
察
券

を
用
意
す
る
。気
力
・
体
力
が
無
く
な
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
。

　

朝
に
な
っ
て
、
胃
の
辺
り
が
少
し
楽

に
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
お
茶
を

飲
む
。
何
と
か
入
っ
て
い
く
。
う
れ
し

い
。
体
に
あ
る
自
然
回
復
の
力
だ
と
思

う
。
若
い
頃
に
は
経
験
し
た
こ
と
で
あ

る
。

　

年
齢
を
加
え
て
、
体
の
あ
ち
こ
ち
に

支
障
が
起
き
る
昨
今
、
こ
う
し
た
力
は

あ
り
が
た
く
、
生
き
る
力
が
沸
く
の
を

覚
え
る
。
希
望
の
心
が
起
き
て
く
る
。

こ
う
し
た
力
は
、
日
ご
ろ
体
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
沸
い
て
く
る
の
だ
と
思

う
。

　

現
在
、
低
血
圧
か
ら
く
る
体
の
不
調

を
持
っ
て
い
る
。
自
然
回
復
力
を
頼
み

に
し
、
栄
養
・
休
養
・
運
動
等
に
気
を

付
け
、
少
し
で
も
楽
に
な
っ
て
い
き
た

い
。

テ
ー
マ
投
稿

「　

再　

発　

見　

」

10
月
号
の
テ
ー
マ

ペ
ー
ジ

読

者
の

　

梅
雨
の
こ
の
季
節
、
雨
か
ら
逃
れ
る

術
が
な
い
。
今
日
も
私
は
、
の
ん
び
り

と
濡
れ
て
帰
っ
た
。

　

人
通
り
も
無
く
、
静
か
な
銀
杏
並
木

を
眺
め
つ
つ
、
走
っ
て
も
歩
い
て
も
同

じ
く
濡
れ
ま
す
か
ら
雨
に
遊
ば
れ
な
が

ら
、
雨
を
楽
し
み
家
路
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　

粋
な
人
な
ら
、
き
っ
と
「
濡
れ
て
参

ろ
う
」
と
か
一
言
あ
っ
た
か
も
ね
。
不

粋
な
私
は
た
だ
た
だ
雨
に
遊
ば
れ
た
だ

け
で
し
た
が
。
時
に
は
雨
と
も
楽
し
く

過
ご
し
て
や
ら
ね
ば
、
せ
っ
か
く
樹
々

が
生
々
と
し
、
雑
草
に
も
雨
粒
が
美
し

く
光
っ
て
い
る
の
を
見
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　

ど
う
や
ら
雨
に
溶
け
る
こ
と
も
な
く

無
事
家
に
着
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
溶

け
る
ほ
ど
肉
も
付
い
て
い
な
い
骨
皮
筋

子
で
す
が
、
雨
に
遊
ば
れ
雨
も
楽
し
み

半
日
終
了
し
ま
し
た
。

　

さ
て
今
宵
は
何
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム

か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
に
。
地
域
に
あ
っ
て

は
老
人
会
に
入
会
し
、
小
学
校
の
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
に
。

　

時
間
の
余
裕
が
で
き
、
図
書
館
で
の

１
回
貸
出
し
が
6
冊
の
う
ち
2
冊
は
子

供
が
読
む
も
の
に
。
直
近
で
は
「
ご
ん

ぎ
つ
ね
」、「
き
か
ん
し
ゃ
や
え
も
ん
」、

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
な
ど
で
す
が
、
大
人

向
け
に
ま
じ
っ
て
楽
し
く
読
み
返
し
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
も
ま
ま
な
ら
な
い

昨
今
。
ラ
ン
チ
で
日
々
う
さ
ば
ら
し
で

す
（
も
ち
ろ
ん
小
グ
ル
ー
プ
で
す
よ
）。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
老
化
防
止

と
心
に
決
め
、
で
き
る
こ
と
に
目
を
む

け
て
い
ま
す
。

み
込
む
こ
と
が
難
し
く
、
1
日
3
度
の

食
事
が
難
儀
で
す
。

　

外
見
は
ど
こ
も
悪
く
な
く
元
気
そ
う

に
見
え
て
い
る
よ
う
で
す
か
、
人
さ
ま

の
前
で
は
弱
音
は
吐
き
ま
せ
ん
。
苦
し

み
な
が
ら
も
仏
様
か
ら
預
か
っ
た
命
、

大
事
に
大
事
に
生
き
抜
く
こ
と
が
、
ご

恩
返
し
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
仏
に
す
が
り
、
ご
縁
を
頂
い
た
大

勢
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
す

る
今
日
で
す
。
名
古
屋
で
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
て
3
年
。
素
晴
ら
し
い
お
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
早
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
、
週
1
回
の
体
操
教
室
、
仲

間
と
の
繋
が
り
を
深
め
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

人
間
が
生
き
る
た
め
に
命
を
投
げ
出

し
て
く
れ
る
動
物
や
魚
、
心
を
癒
し
て

く
れ
る
草
花
。
全
て
に
命
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

罪
深
い
人
間
が
人
と
し
て
の
道
を
ど
う

歩
く
か
。
今
の
自
分
に
「
今
何
が
で
き

る
の
か
」
自
問
自
答
す
る
日
々
で
す
。

　
　   

北
区
第
一
清
寿
ク
ラ
ブ

舟
橋
　
裕
子

再
発
見

  

熱
田
区
西
野
町
長
寿
会

鬼
頭
　
弘
子

再
発
見

  

天
白
区
相
生
高
年
ク
ラ
ブ

山
田
　
勝
子

雨
に
遊
ば
れ
て

  

天
白
区
む
つ
み
会渡辺

　
順
子

い
ま
で
き
る
こ
と

　

シ
ュ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
と
い
う
病
気

と
闘
う
こ
と
30
年
。
限
ら
れ
た
文
章
の

中
で
は
詳
し
く
は
書
け
ま
せ
ん
が
、
唾

液
の
出
な
い
病
気
で
す
。
食
べ
物
を
飲

  

緑
区
熊
の
前
寿
ク
ラ
ブ

髙
瀬
百
合
子

「
随
想
」
日
々
思
う
こ
と
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初
ひ
ま
ご
生
ま
れ
し
知
ら
せ
聞
く
だ
け
で

　

対
面
で
き
ぬ
コ
ロ
ナ
悲
し
き

（
千
種
区
寿
第
七
ク
ラ
ブ
　
村
元
　
孝
子
）

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ハ
ビ
リ
換
気
窓
聞
こ
ゆ

　

命
と
叫
ぶ
蝉
の
励
ま
し

（
北
区
五
月
ク
ラ
ブ　

伊
佐
治
　
清
）

西
の
空
赤
い
夕
日
や
子
ら
駆
け
る

　

母
の
手
料
理
ま
な
板
の
音

（
西
区
平
田
永
寿
会　

齊
藤
　
文
子
）

紫
の
名
前
も
知
ら
ぬ
花
だ
け
ど

　

暑
さ
に
め
げ
ず
凛
と
咲
く

（
中
村
区
豊
寿
会　

櫻
井
八
重
子
）

梅
雨
明
け
て
待
っ
て
ま
し
た
と
蝉
の
声

　

我
が
世
の
春
と
に
ぎ
や
か
な
こ
と

（
昭
和
区
寿
楽
会
　
岩
田
　
和
子
）

想
い
出
の
つ
ま
り
し
小
箱
手
に
取
れ
ば

　

幼
き
文
字
が
涙
を
誘
う

（
瑞
穂
区
姫
宮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
天
野
　
幸
子
）

コ
ロ
ナ
禍
を
自
粛
で
守
る
我
が
命

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
皆
で
支
え
る

（
瑞
穂
区
長
寿
会
　
鈴
木
　
教
子
）

向
日
葵
に
首
を
ま
わ
せ
と
お
日
様
が

　

西
へ
西
へ
と
歩
を
進
み
お
る

（
港
区
宝
友
会
　
尾
身
　
フ
サ
）

他
の
行
事
中
止
の
な
か
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

燃
え
る
勢
い
日
本
の
メ
ダ
ル

（
港
区
西
福
田
老
人
ク
ラ
ブ
　
服
部
　
初
音
）

つ
ゆ
の
庭
ど
く
だ
み
の
花
真
白
な
る

　

あ
た
り
に
光
さ
し
た
る
ご
と
く

（
守
山
区
ふ
れ
ん
ど
四
軒
家
　
川
澄
　
邦
子
）

夕
方
の
雷
雨
・
翌
朝
セ
ミ
の
声

　

初
鳴
き
聞
い
た
梅
雨
明
け
近
し

（
天
白
区
寄
鷺
会
　
土
井
な
を
み
）

サ
ー
ク
ル
に
「
故ふ

る
さ
と郷

」「
赤
と
ん
ぼ
」
歌
ひ
つ
つ

　

泣
い
て
し
ま
へ
り
信
濃
わ
が
郷さ

と

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ
　
滋
野
　
昌
子
）

鈴す
ず

生な

り
の
柿
の
実
風
に
せ
め
ぎ
合
い

　

鳥
の
羽
音
に
下
草
に
落
つ

（
天
白
区
新
自
楽
会　

喜
田
　
政
子
）

半
夏
生
お
供
へ
餅
を
買
い
に
け
り　
　

（
北
区
東
志
賀
寿
会
　
大
場
美
佐
子
）

炎
昼
に
吾
れ
よ
り
細
き
影
に
佇た

つ　
　
　

（
北
区
東
志
賀
寿
会
　
宮
崎
嘉
津
子
）

ゴ
タ
ゴ
タ
と
進
ん
だ
五
リ
ン
に
コ
ロ
ナ
増
す

（
北
区
ア
ー
バ
ン
ラ
フ
レ
志
賀
寿
会
　
山
ノ
内
登
志
江
）

御
在
所
や
谷
に
も
お
わ
す
竜た

つ

田た

姫ひ
め

（
西
区
第
二
新
珠
ク
ラ
ブ
　
宮
脇
　
行
正
）

梅
雨
入
り
も
狂
わ
さ
れ
ま
だ
コ
ロ
ナ
な
り

（
中
村
区
稲
西
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
　
澤
　
　
　
勉
）

あ
か
ね
彩い

ろ

風
は
水
色
立あ

き秋
去
り
し

（
中
区
明
友
会
　
三
田
　
節
子
）

秋
澄
む
夜
チ
ェ
ロ
の
奏
で
る
サ
ン
サ
ー
ン
ス

（
熱
田
区
青
池
天
寿
会
　
岡
田
　
武
利
）

貨
車
の
音
遠
く
消
え
去
り
ゆ
く
夜
長

（
瑞
穂
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
足
立
　
忠
昭
）

雨
戸
開
け
朝
陽
輝
く
蝉
し
ぐ
れ

（
南
区
宝
寿
会
第
一
　
青
山
　
好
子
）

梅
雨
晴
れ
や
根
尾
断
層
史
学
ぶ
里

（
南
区
な
ご
や
か
ち
ど
り
第
一
健
生
会
　
加
藤
　
京
子
）

白
玉
を
母
に
供
へ
て
象
牙
箸

（
守
山
区
風
越
会
　
粟
田
　
照
子
）

白
黒
の
石
打
つ
音
や
梅
雨
明
け
る

（
守
山
区
大
森
長
寿
会
　
志
水
　
正
子
）

ふ
る
里
や
今
年
も
会
え
ぬ
遠
花
火

（
守
山
区
志
西
桔
梗
ク
ラ
ブ
　
三
谷
　
俊
幸
）

伝
説
の
山
賊
峠
眠
り
草

（
緑
区
神
の
倉
神
睦
会
　
小
林
美み

冶や

子こ

）

初
蝉
の
声
を
ベ
ッ
ト
で
聞
き
て
を
り

（
名
東
区
香
流
第
三
ク
ラ
ブ
　
川
口
　
敏
子
）

誰
も
居
ぬ
バ
ス
停
に
立
つ
梅
雨
の
冷

（
名
東
区
山
の
手
ク
ラ
ブ
　
志
知
　
祥
子
）

夕
焼
け
の
川
面
に
乙
女
篠
を
吹
く

（
天
白
区
笹
山
ク
ラ
ブ
　
池
上
ゆ
り
子
）

車
椅
子
乗
る
妻
の
背
に
雪
の
花

（
天
白
区
新
自
楽
会
　
小
池
鈴
太
郎
）

俺
ら
の
不
安
お
隣
り
老
人
ホ
ー
ム
う
ら
紫
雲
殿

（
千
種
区
扇
寿
ク
ラ
ブ
　
竹
本
　
　
脩
）

や
っ
と
か
め
交
わ
す
言
葉
が
ま
め
き
ゃ
あ
も

（
千
種
区
千
石
千
寿
会
　
吉
田
　
守
松
）

コ
ロ
ナ
禍
で
子
、
孫
、
ひ
孫
、
幸さ

ち

い
の
る

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
　
伊
藤
　
和
子
）

金
・
銀
・
銅
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ひ
か
り
照
ら
し

（
北
区
宮
前
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
　
髙
見
美
智
子
）

泥
ま
み
れ
人
命
救
助
祈
る
無
事

（
西
区
上
小
田
井
第
三
ク
ラ
ブ
　
安
藤
　
秋
惠
）

生
き
が
い
を
見
つ
け
て
楽
し
今
日
も
行
く

（
中
村
区
森
一
豊
寿
会
　
櫻
井
八
重
子
）

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
目
済
ま
せ
ラ
ク
チ
ン
だ

（
中
村
区
東
部
喜
楽
会
　
林
　
　
正
弘
）

盆
踊
り
我
が
会
だ
け
で
午
前
中

（
中
区
平
和
第
八
寿
会
　
浅
野
　
元
子
）

ワ
ク
チ
ン
打
ち
腕
上
が
ら
ず
熱
上
が
る

（
中
区
第
二
千
寿
会
　
島
田
　
悦
子
） 

金
メ
ダ
ル
勝
利
の
う
ら
に
涙
あ
り

（
中
区
平
和
第
六
寿
会
　
樋
口
　
君
代
）

い
い
年
で
ス
マ
ホ
に
変
え
て
ト
ン
チ
ン
カ
ン

（
港
区
高
南
ク
ラ
ブ
　
黒
田
　
初
美
）

ワ
ク
ワ
ク
と
年
が
い
も
な
し
老
に
勝
つ

（
南
区
宝
南
寿
会
東
ク
ラ
ブ　

福
岡
　
靖
子
）

誘
い
会
う
ク
ラ
ブ
の
お
蔭
日
々
友
と

（
名
東
区
勢
寿
ク
ラ
ブ　

丹
所
　
和
子
）

サ
ル
ト
ル
も
ボ
ー
ボ
ワ
ー
ル
も
夢
の
中

（
名
東
区
み
ど
り
会　

三
谷
　
典
子
）

八
十
万
円
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
小
犬
の
値

（
名
東
区
お
も
と
ク
ラ
ブ　

山
口
　
武
子
）

最
近
の
話
題
は
ワ
ク
チ
ン
副
反
応

（
天
白
区
福
寿
会　

加
藤
　
　
久
）

道
端
の
白
い
マ
ス
ク
が
泣
い
て
い
る

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ　

坂
野
　
利
男
）

短
歌
の
部

俳
句
の
部

川
柳
の
部

▼
題
材
は
本
紙
の
感
想
や
ク
ラ
ブ
の
紹

介
、
随
想
、
文
芸
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す（
字
数
４
０
０
字
ま
で
）。▼「
読
者

の
ペ
ー
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
も
設
け
て
い

ま
す
。
▼「
文
芸
コ
ー
ナ
ー
」
に
投
稿

い
た
だ
く
際
は「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」

の
別
を
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い

（
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
）。
▼
締

切
は
11
月
10
日
、
原
則
と
し
て
１
人
１

作
品
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
名
古
屋
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

投
稿
係
（
〒
４
６
２
ー
０
８
４
４ 

名

古
屋
市
北
区
清
水
四
丁
目
17
ー
１ 

名

古
屋
市
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
階
）
ま

で
。
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
市
老
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
を
使
っ
て
応
募
が
で
き
ま
す
。

※�
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
原
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

お米もさつまいもも甘くて栄養たっぷり！ 余ったら冷凍しておけます。
さつまいもごはん（2人分）

　「食欲の秋」という言葉を耳にする季節になりました。夏の暑さに
疲れた体を癒すのは旬の秋の味覚です。今回は、代表的な秋の食材
についてご紹介します。
　まず日本人の主食といえばお米。「新米」が出回るこの時期にいろ
いろな品種のお米を食べ比べるのも楽しいですね。「ゆめぴりか」「ミ
ルキークイーン」「つや姫」など新しい品種もたくさん生まれています。
秋の魚は「秋刀魚（さんま）」「秋鮭」脂がのっておいしくなっています。
山のものは、種類の多いきのこ類、大根やごぼうなど根の野菜、さ
といもやさつまいも、栗、果物、何を食べても一番おいしいのがこ
の季節。しっかり食べて元気に冬を迎えましょう。

「秋」の声を聴いてみませんか
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画／熊﨑 幸江
（南区本城福寿会）

名古屋市老人クラブ連
合会では、こちらに掲
載させていただく挿絵
を募集しています。投
稿先は左下「投稿につ
いてのお知らせ」をご
参照ください。

⑴米は、普通に洗い、だし昆布と一緒に分量
　の水に浸しておく。
⑵さつまいもはよく洗い、2 ㎝角に大きめに切
　り、水に入れあくを抜く。（皮はむいてもむか
　なくてもよい）
⑶調味料を合わせて米と混ぜ、いもを米の上
　にのせて、普通に炊く。
⑷盛りつけ後、黒ゴマをふる。

〈作り方〉

米 ………………………………
さつまいも……
だし昆布 ……………………
薄口しょうゆ…………

１合
中 1/3 本（100g）

3 ㎝角
小さじ 1/2

酒 ………………………
塩 ……………………
黒ゴマ………………………

小さじ1
小さじ1/5

少々

〈材　料〉
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「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
げ
さ
ま
で
第

63
号
が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の

糧
と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
尾　

滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

清
水　
　

宏（
市
老
連
理
事
）

　

田
代　

吉
洋（
中
村
区
）

　

朝
日　

俊
彦（
中
区
）

　

竹
島　

武
雄（
昭
和
区
）

　

関
根　

俊
一（
瑞
穂
区
）

　

コ
ロ
ナ
で
お
家
時
間
が

増
え 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続

き
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

テ
レ
ビ
観
戦
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
昨
日
は
ボ
ッ

チ
ャ
競
技
の
決
勝
戦
。
手

に
汗
に
ぎ
る
攻
防
の
末
の
金
メ

ダ
ル
獲
得
に
感
動
し
た
。
以

前
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
活
動

で
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
た
。
相

手
と
の
攻
防
は
、
な
か
な
か
奥

が
深
い
。
な
に
よ
り
手
軽
に
で

き
る
の
が
い
い
。
我
々
の
世
代

に
も
っ
て
こ
い
だ
。

　

憎
き
コ
ロ
ナ
は
、
人
と
人
と

の
距
離
を
遠
ざ
け
、
接
触
す
る

機
会
を
奪
っ
た
。
な
ま
っ
た
体

は
う
ず
う
ず
す
る
。
も
う
少
し

感
染
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
ボ
ッ

チ
ャ
競
技
を
極
め
る
ぞ
。
め
ざ

せ
！
金
メ
ダ
ル
。
皆
さ
ん
も
一

緒
に
ど
う
ぞ
。
（
S
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！  

ぜ
ひ
ア
ク 

　

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　（http://w
w

w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　１９４5 年（昭和 20 年）12 月 24 日、
復員兵や引き揚げ者たちを励ます歌とし
てラジオ番組で放送された。放送直後
から多くの反響があり、翌年から始まっ
たラジオ番組「復員だより」のオープニ
ングに使われた。終戦当時、日本国民
のうち、外地と呼ばれる地域にいた軍人
と民間人は約 660 万人と言われている。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ
げたや草履で切れるものといえば？
国定忠治が言った有名なセリフ。

「＿＿＿の山も今宵限り」
2013年流行語大賞のひとつ。講師で
タレントの林修先生の「＿＿でしょ」
1975年の太田裕美のヒット曲

「＿＿＿のハンカチーフ」
人口の集中した地域。政治や経済の
中心になっている大きな町
屋外で寝泊まりすること
この男がいれば、きっと雨は降らない
まっすぐ帰らず、どこかに回り道

「細工は流々＿＿＿を御覧じろ」
円周＿＿、視聴＿＿、確＿＿

「男はつらいよ」シリーズにも出演し
ていた俳優。＿＿＿蛾次郎
中国で書かれた書物で、3 世紀の日本
を記した史料。「＿＿倭人伝」
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７
９
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ヨコのカギ
人種や国家などの違いを越えて、等しく
人類は愛し合うべきであるとする主義
生兵法は大怪我の＿＿
同じ＿＿＿＿＿を食った仲間
秋のお彼岸などで食べられる粒あんで
包まれた和菓子
大麦、ライ麦などを原料とした蒸留酒。
カクテルのベースとしても人気です
昆虫や動物が保護などのため体を包む
覆い。糸状や粘液で固めるものがある
読書の途中でページにはさむもの
防具のひとつ。＿＿＿かたびら
家督や仕事を先代・先人から引き受け
て継承する人
巨万の＿＿を得る
お酒に弱い、飲めない人をこう呼びます
落語・漫才で最高の位。トリに登場
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★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記

　

の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

　

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の

　

粉
ミ
ル
ク 

ミ
ル
ク
生
活
プ
ラ
ス
」
を
20
名
、
吉
田
麺
業
「
き

　

し
め
ん
三
昧
」
を
5
名
、
合
計
55
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
11
月
10
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
３
２
１
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
ナ
ガ
シ
ソ
ウ
メ
ン
」
で
し
た
。

◎問題　タテとヨコのカギを解
いて、ABCDE に入ることばを
見つけてください。

※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

　「ミルク生活プラス」は、大人の健康
をサポートする 6 大成分とバランスのよい
栄養がまとめて摂れる「大人のための粉
ミルク」です。「育児用粉ミルクを１０年
間飲み続けていて元気だ」「大人用粉ミ
ルクを作ってほしい」といったお客さまからの声から生
まれました。

　小麦粉と塩、水のみで作り
上げるきしめん。愛知県産「き
ぬあかり」や三重県産「あや
ひかり」など麺づくりに適し
た国産の小麦粉と、国内産の
塩、そしてまろやかな口当たりの軟水で作り上げる吉
田麺業のこだわりあるきしめんです。

大人のための粉ミルク ミルク生活プラス 創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん三昧

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

四季折々の情景  美術館に息づく小さな自然たち フランソワ・ポンポン展
　本展では、現代作家 9 名（組）の作品を
ヤマザキマザック美術館所蔵のアール・ヌー
ヴォーのガラスや家具と共に展示し、四季
と俳句を軸に広がる自然の情景を展示室に
再現します。

　動物彫刻で名を馳せたフランスの彫刻家、
フランソワ・ポンポンの生涯と作風の変遷を
たどる日本初の回顧展です。動物の体つきや
動きの核心にせまり、形を磨き抜くことで生み
出された愛らしい造形の動物たちが集います。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期 / 2021年 10 月 29 日㈮～ 2022 年 2 月 27 日㈰
開館 / 平日 10：00 ～17：30、土日祝 10：00 ～17：00 ※入場は閉館 30 分前まで
休館 / 月曜日・年末年始（12 月 27日～ 1 月 3日）
観覧料 / 一般 1,300 円、小中高生 500 円、小学生未満無料
☎ 052-937-3737　ホームページ http://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期 / 2021年 9 月 18 日㈯～ 11 月 14 日㈰
開館 / 平日 9：30 ～17：00（金曜は 20：00 まで） ※入場は閉館 30 分前まで
休館 / 月曜日
観覧料 / 一般 1,600 円（1,400 円）、高大生 1,000 円 （800 円）、中学生以下無料
※（　）内は前売り料金　☎ 052-212-0001

里
の
秋

静
か
な
静
か
な
　
里
の
秋

お
背せ

戸ど

に
木
の
実
の
　
落
ち
る
夜
は

あ
あ
母
さ
ん
と
　
た
だ
二
人

栗
の
実
煮
て
ま
す
　
い
ろ
り
ば
た

作
詞 

斎
藤
信
夫

編
曲 

海
沼
　
實

※
歌
詞
は
３
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

生川和美《想い》2009年 油彩 キャンヴァス 作家蔵
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《シロクマ》1923-1933年
 群馬県立館林美術館蔵


